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　友愛訪問！
人と人との支え合い

“ダチビンクン”と
“ユシビンチャン”も大使に！

子ども達と
ともに30年！

若夏の空に　  
ハーリー鐘が鳴り響く！

第 6 期（第 1 次）那覇市協働大使委嘱式が行われ、今回は 21 人の方が協働
大使として委嘱を受けました。協働大使を代表して、玉城清美さん（沖縄なは
子ども劇場運営委員長）は「協働大使として、さまざまな方や団体との連携を
通して、まちづくりに寄与していきたいと思います」と抱負を述べました。今
回の 21 人を含め、現在 517人の方が協働大使として活動しています。

ゴールデンウィーク期間中の 3 日間、第 39 回那覇ハーリーが開催され、延べ
20 万人以上のお客様が来場されました。
初日には中学校対抗ハーリーが行われ、男子は石嶺中学校、女子は神原中学校
が優勝し、2 日目には、ハーリー船に乗船できる一般体験乗船が行われました。
最終日には那覇・泊・久米の 3 チームで争われる本バーリーが行われ、那覇
が接戦を制して見事 7 年ぶりの優勝を果たしました！

久高副市長が「一日民生委員・児童委員」 
として、市内の上間清松さん（89 歳）
宅を訪れ、地域活動や民生委員・児童
委員も行ってきた上間さんと楽しい語
らいをしました。民生委員・児童委員
は地域で一番身近な相談・支援ボラン
ティアです。

昭和 58 年に創立し、子どもたちや地域
の人々の憩いの場所として長年親しまれ
てきた壺屋児童館が今年で“30 周年”を
迎えました。30周年を記念した式典では、
エイサーや琉舞・空手など多彩な舞台が
披露され、関係者や地域のみんなで壺屋
児童館の節目の年を盛大に祝いました。

2013 那覇観光
キャンペーンレディ
伊　波　栄美さん（左）
佐久田　優子さん（右）
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▲ 10・10 空襲後の廃墟となった
那覇市街

▲ 泊地域の民家に突入する米兵

▲「第 9 回ユッカヌヒー
アート展」の様子

▲ムムヌチハンター

「沖縄戦～そして学校がなくなった～」
那覇市歴史博物館企画展

　県内で活躍する様々なジャンルのクリエーターたちが、沖縄の昔ながらの子
どもの日・ユッカヌヒー（旧暦５月４日）にちなんで、子どもが見て楽しめる、
そして大人が見てもおもしろい、そんな作品を大集合させます。最終日はイベ
ントも開催予定です！ぜひご家族でご観覧ください。（主催：豊永盛人）

　本年３月に急逝した陶芸家・川尻洋一氏の追悼展を開催します。川尻洋一氏は読谷村でパカラナ
窯をひらき、器やオブジェを製作していました。彼が残した 50 数点の遺作を展示し、現在進行形の
沖縄の陶芸の一端をご覧いただければ幸いです。

日 ６月１１日（火）～６月１６日（日）　場 ３階 企画展示室　費 無料

開館時間 10 時〜 19 時　木曜休館　☎ 869-5266 

開館時間 10 時〜 18 時（入館は 17 時半まで）　　 ☎ 862-3761
月曜休館　※ただし、月曜が祝日の場合は開館　　　　 　 862-3762 

日 ６月 25日（火）～7 月 15 日（月）　場 ３階 企画展示室　費 無料

日 ６月16 日（日） 午後５時から30 分程度　費 常設展の観覧料が必要です （市内の
小・中・高校生は無料）　申 不要。当日、博物館１階受付前に集合してください。

第10回 ユッカヌヒーアート展

川尻洋一追悼展

学芸員と展示を見よう ～常設展ギャラリートーク～

第 27 回　美ら結シンカ・ムムヌチハンター

那覇市立壺屋焼物博物館イベント情報
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。
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さ
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献
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ク
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ベ
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仁
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ハ
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じ
ら
れ
る
の
が
楽
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で
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。

ま
た
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で
伝
え
た
い
こ
と
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、
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と
人

と
の
つ
な
が
り
を
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地
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を
好
き

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
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と
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う
こ
と
で

す
。
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ら
結
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カ
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か

ら
！
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く
れ
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し
た
。

　
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
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ー
に
よ
る
若
者
の
ま

ち
の
活
性
化
の
取
組
は
、
全
国
に
お
い
て

も
活
動
が
み
ら
れ
、
今
年
の
2
月
に
は

「
絆
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
」
と
し
て
、
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県
南

陽
市
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「
南
陽
宣
隊
ア
ル
カ
デ
ィ
オ
ン
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島
県
南
相
馬
市
の
「
相
双
神
旗
デ
ィ

ネ
ー
ド
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が
那
覇
に
集
い
イ
ベ
ン
ト
も
行

わ
れ
、
交
流
活
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通
し
て
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な
る
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範
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げ
て
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す
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「
美
ら
結
シ
ン
カ
・
ム
ム
ヌ
チ
ハ
ン

タ
ー
」
は
、
こ
れ
か
ら
も
那
覇
の
こ
ど
も

た
ち
に
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義
と
勇
気
、
そ
し
て
「
絆
」
の

大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。
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地域を好きになってほしい

琉歌が趣味の上間清松さん（1 列目左から 2 人目）


